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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２３）と、
　前記圧縮機（２３）から吐出された冷媒と、空気とは異なる熱媒体とを熱交換させて前
記熱媒体を加熱する熱媒体加熱用熱交換器（１５）と、
　前記圧縮機（２３）が停止している場合、前記冷媒を冷却するための冷却流体を流動さ
せる流動手段（５０ａ、６０）と、
　前記熱媒体加熱用熱交換器（１５）で熱交換された前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段
（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記熱媒体とを熱交換させて前記熱
媒体を冷却する熱媒体冷却用熱交換器（１４）と、
　前記熱媒体と空気とを熱交換させる熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）と、
　前記熱媒体冷却用熱交換器（１４）および前記熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８
）に前記熱媒体を循環させるポンプ（１１、１２）とを備え、
　前記冷却流体は前記熱媒体であり、
　前記流動手段は、前記圧縮機（２３）が停止しており、かつ前記冷媒の圧力（Ｐｃ）ま
たは温度（Ｔｃ）が所定値（Ｐ１、Ｔ１）を超えている、または超えると推定されると判
定した場合、前記ポンプ（１１、１２）を作動させるポンプ制御手段（５０ａ）であるこ
とを特徴とする車両用熱管理システム。
【請求項２】
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　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２３）と、
　前記圧縮機（２３）から吐出された冷媒と、空気とは異なる熱媒体とを熱交換させて前
記熱媒体を加熱する熱媒体加熱用熱交換器（１５）と、
　前記圧縮機（２３）が停止している場合、前記冷媒を冷却するための冷却流体を流動さ
せる流動手段（５０ａ、６０）と、
　前記熱媒体と空気とを熱交換させる熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）と、
　前記熱媒体加熱用熱交換器（１５）および前記熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８
）に前記熱媒体を循環させるポンプ（１１、１２）とを備え、
　前記冷却流体は前記熱媒体であり、
　前記流動手段は、前記圧縮機（２３）が停止しており、かつ前記冷媒の圧力（Ｐｃ）ま
たは温度（Ｔｃ）が所定値（Ｐ１、Ｔ１）を超えている、または超えると推定されると判
定した場合、前記ポンプ（１１、１２）を作動させるポンプ制御手段（５０ａ）であるこ
とを特徴とする車両用熱管理システム。
【請求項３】
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２３）と、
　前記圧縮機（２３）から吐出された冷媒と、空気とは異なる熱媒体とを熱交換させて前
記熱媒体を加熱する熱媒体加熱用熱交換器（１５）と、
　前記圧縮機（２３）が停止している場合、前記冷媒を冷却するための冷却流体を流動さ
せる流動手段（５０ａ、６０）と、
　前記熱媒体加熱用熱交換器（１５）で熱交換された前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段
（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記熱媒体とを熱交換させて前記熱
媒体を冷却する熱媒体冷却用熱交換器（１４）と、
　前記熱媒体と空気とを熱交換させる熱媒体空気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１３）に前記熱媒体を循環させるポンプ（１１、１２）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１３）と前記熱媒体加熱用熱交換器（１５）との間で前記熱
媒体が循環する状態と、前記熱媒体空気熱交換器（１３）と前記熱媒体冷却用熱交換器（
１４）との間で前記熱媒体が循環する状態とを切り替える切替手段（１９、２０）とを備
え、
　前記冷却流体は前記熱媒体であり、
　前記流動手段は、前記圧縮機（２３）が停止しており、かつ前記冷媒の圧力（Ｐｃ）ま
たは温度（Ｔｃ）が所定値（Ｐ１、Ｔ１）を超えている、または超えると推定されると判
定した場合、前記ポンプ（１１、１２）を作動させるポンプ制御手段（５０ａ）であるこ
とを特徴とする車両用熱管理システム。
【請求項４】
　前記切替手段（１９、２０）は、前記圧縮機（２３）が停止しており、かつ前記冷媒の
圧力（Ｐｃ）または温度（Ｔｃ）が前記所定値（Ｐ１、Ｔ１）を超えている、または超え
ると推定されると判定した場合、前記熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）と前記熱
媒体冷却用熱交換器（１４）との間で前記熱媒体が循環する状態に切り替わる作動パター
ンを備えることを特徴とする請求項３に記載の車両用熱管理システム。
【請求項５】
　前記ポンプ制御手段（５０ａ）は、前記ポンプ（１１、１２）を作動させた後、前記冷
媒の圧力（Ｐｃ）または温度（Ｔｃ）が前記所定値（Ｐ１、Ｔ１）以下になった場合、前
記ポンプ（１１、１２）を停止させることを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１つ
に記載の車両用熱管理システム。
【請求項６】
　前記ポンプ制御手段（５０ａ）は、前記ポンプ（１１、１２）を作動させた後、所定時
間が経過した場合、前記ポンプ（１１、１２）を停止させることを特徴とする請求項１な
いし４のいずれか１つに記載の車両用熱管理システム。
【請求項７】



(3) JP 6052222 B2 2016.12.27

10

20

30

40

50

　前記熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）に空気を送風する送風手段（２１、２６
）を備え、
　前記圧縮機（２３）が停止しており、かつ前記冷媒の圧力（Ｐｃ）または温度（Ｔｃ）
が前記所定値（Ｐ１、Ｔ１）を超えている、または超えると推定されると判定した場合、
前記送風手段（２１、２６）を作動させる送風制御手段（５０ｂ、５０ｄ）を有している
ことを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１つに記載の車両用熱管理システム。
【請求項８】
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２３）と、
　前記圧縮機（２３）から吐出された冷媒と、空気とは異なる熱媒体とを熱交換させて前
記熱媒体を加熱する熱媒体加熱用熱交換器（１５）と、
　前記熱媒体加熱用熱交換器（１５）で熱交換された前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段
（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記熱媒体とを熱交換させて前記熱
媒体を冷却する熱媒体冷却用熱交換器（１４）と、
　前記熱媒体と空気とを熱交換させる熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）と、
　前記熱媒体冷却用熱交換器（１４）および前記熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８
）に前記熱媒体を循環させるポンプ（１１、１２）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１３）に前記空気を送風する送風機（２１）と、
　前記圧縮機（２３）が停止しており、かつ前記冷媒の圧力（Ｐｃ）または温度（Ｔｃ）
が所定値（Ｐ１、Ｔ１）を超えている、または超えると推定されると判定した場合、前記
圧縮機（２３）、前記ポンプ（１１、１２）および前記送風機（２１）を作動させる制御
手段（５０ａ、５０ｂ、５０ｃ）を備えることを特徴とする車両用熱管理システム。
【請求項９】
　前記制御手段（５０ａ、５０ｂ、５０ｃ）は、前記圧縮機（２３）、前記ポンプ（１１
、１２）および前記送風機（２１）を作動させた後、前記冷媒の圧力（Ｐｃ）または温度
（Ｔｃ）が第２所定値（Ｐ２、Ｔ２）以下になった場合、前記圧縮機（２３）、前記ポン
プ（１１、１２）および前記送風機（２１）を停止させることを特徴とする請求項８に記
載の車両用熱管理システム。
【請求項１０】
　前記制御手段（５０ａ、５０ｂ、５０ｃ）は、前記圧縮機（２３）、前記ポンプ（１１
、１２）および前記送風機（２１）を作動させた後、前記熱媒体の温度（Ｔｗ）が熱媒体
温度所定値（Ｔ３）以下になった場合、前記圧縮機（２３）、前記ポンプ（１１、１２）
および前記送風機（２１）を停止させることを特徴とする請求項８に記載の車両用熱管理
システム。
【請求項１１】
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２３）と、
　前記圧縮機（２３）から吐出された冷媒と、空気とは異なる熱媒体とを熱交換させて前
記熱媒体を加熱する熱媒体加熱用熱交換器（１５）と、
　前記熱媒体加熱用熱交換器（１５）で熱交換された前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段
（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記熱媒体とを熱交換させて前記熱
媒体を冷却する熱媒体冷却用熱交換器（１４）と、
　前記熱媒体と空気とを熱交換させる熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）と、
　前記熱媒体冷却用熱交換器（１４）および前記熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８
）に前記熱媒体を循環させるポンプ（１１、１２）と、
　内燃機関（７０）を冷却する内燃機関用冷却媒体と空気とを熱交換させる内燃機関冷却
用熱交換器（７２）と、
　前記内燃機関冷却用熱交換器（７２）に空気を送風する送風機（２１）と、
　前記内燃機関（７０）および前記圧縮機（２３）が停止しており、かつ前記冷媒の圧力
（Ｐｃ）または温度（Ｔｃ）が所定値（Ｐ１、Ｔ１）を超えている、または超えると推定
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されると判定した場合、前記送風機（２１）を作動させる送風機制御手段（５０ｂ）とを
備えることを特徴とする車両用熱管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両に用いられる熱管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車両に搭載される冷凍サイクル装置には、冷媒の圧力が過剰に上昇したときの安
全装置としてリリーフ弁が設置されている。リリーフ弁は、冷媒の圧力が所定圧力以上と
なった際に開弁して、冷媒の圧力を冷凍サイクル装置の外部へ逃がす役割を果たす。
【０００３】
　冷媒の圧力が過剰に上昇する原因としては、冷凍サイクル装置の停止時（圧縮機の停止
時）に冷凍サイクル装置の周辺の雰囲気温度が高温になることが挙げられる。すなわち、
冷凍サイクル装置の主要機器はエンジンルームに配置されており、エンジンルームは、エ
ンジンやエンジンラジエータ等のエンジン機器から発生する熱や、夏季の日射等によって
非常に高温になる。その結果、冷凍サイクル装置内の冷媒も非常に高温になって、冷媒の
圧力が過剰に上昇することとなる。
【０００４】
　一方、特許文献１には、冷凍サイクル装置で加熱・冷却されたクーラントを用いて車室
内の空調を行う車両用空調装置が記載されている。具体的には、冷凍サイクル装置を構成
するコンデンサにおいて、高温冷媒とクーラントとを熱交換させてクーラントを加熱し、
冷凍サイクル装置を構成するチラーにおいて、低温冷媒とクーラントとを熱交換させてク
ーラントを冷却する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第２０１２／１１２７６０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の従来技術によると、コンデンサにおいて高温冷媒とクーラントとを熱交換
させる構成を採用しているので、コンデンサにおいて高温冷媒と外気とを熱交換させる構
成を採用した場合と比較して、冷凍サイクル装置の停止時（圧縮機の停止時）に冷媒の圧
力が過剰に上昇しやすいという問題がある。
【０００７】
　すなわち、コンデンサにおいて高温冷媒と外気とを熱交換させる構成を採用した場合に
は、冷媒の熱が外気に自然放熱されるので冷媒の圧力上昇を抑制できるのに対し、特許文
献１の従来技術のようにコンデンサにおいて高温冷媒とクーラントとを熱交換させる構成
を採用した場合には、冷媒の熱を自然放熱させるのが困難であるため、冷媒の圧力が過剰
に上昇しやすくなってしまう。
【０００８】
　その結果、リリーフ弁が開弁して冷媒が大気に放出されることが起こりやすくなってし
まう。また、冷媒の圧力が高い状況になる時間が長くなることによって、冷凍サイクルの
構成機器や配管の寿命が短くなってしまう。
【０００９】
　本発明は上記点に鑑みて、冷媒の圧力が過剰に上昇することを抑制することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　上記目的を達成するため、請求項１、２、３に記載の発明では、冷媒を吸入して吐出す
る圧縮機（２３）と、
　圧縮機（２３）から吐出された冷媒と、空気とは異なる熱媒体とを熱交換させて熱媒体
を加熱する熱媒体加熱用熱交換器（１５）と、
　圧縮機（２３）が停止している場合、冷媒を冷却するための冷却流体を流動させる流動
手段（５０ａ、６０）とを備える。
　請求項１に記載の発明では、
　熱媒体加熱用熱交換器（１５）で熱交換された冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）
と、
　減圧手段（２４）で減圧膨張された冷媒と熱媒体とを熱交換させて熱媒体を冷却する熱
媒体冷却用熱交換器（１４）と、
　熱媒体と空気とを熱交換させる熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）と、
　熱媒体冷却用熱交換器（１４）および熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）に熱媒
体を循環させるポンプ（１１、１２）とを備え、
　冷却流体は熱媒体であり、
　流動手段は、圧縮機（２３）が停止しており、かつ冷媒の圧力（Ｐｃ）または温度（Ｔ
ｃ）が所定値（Ｐ１、Ｔ１）を超えている、または超えると推定されると判定した場合、
ポンプ（１１、１２）を作動させるポンプ制御手段（５０ａ）であることを特徴とする。
　請求項２に記載の発明では、
　熱媒体と空気とを熱交換させる熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）と、
　熱媒体加熱用熱交換器（１５）および熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）に熱媒
体を循環させるポンプ（１１、１２）とを備え、
　冷却流体は熱媒体であり、
　流動手段は、圧縮機（２３）が停止しており、かつ冷媒の圧力（Ｐｃ）または温度（Ｔ
ｃ）が所定値（Ｐ１、Ｔ１）を超えている、または超えると推定されると判定した場合、
ポンプ（１１、１２）を作動させるポンプ制御手段（５０ａ）であることを特徴とする。
　請求項３に記載の発明では、
　熱媒体加熱用熱交換器（１５）で熱交換された冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）
と、
　減圧手段（２４）で減圧膨張された冷媒と熱媒体とを熱交換させて熱媒体を冷却する熱
媒体冷却用熱交換器（１４）と、
　熱媒体と空気とを熱交換させる熱媒体空気熱交換器（１３）と、
　熱媒体空気熱交換器（１３）に熱媒体を循環させるポンプ（１１、１２）と、
　熱媒体空気熱交換器（１３）と熱媒体加熱用熱交換器（１５）との間で熱媒体が循環す
る状態と、熱媒体空気熱交換器（１３）と熱媒体冷却用熱交換器（１４）との間で熱媒体
が循環する状態とを切り替える切替手段（１９、２０）とを備え、
　冷却流体は熱媒体であり、
　流動手段は、圧縮機（２３）が停止しており、かつ冷媒の圧力（Ｐｃ）または温度（Ｔ
ｃ）が所定値（Ｐ１、Ｔ１）を超えている、または超えると推定されると判定した場合、
ポンプ（１１、１２）を作動させるポンプ制御手段（５０ａ）であることを特徴とする。
【００１１】
　これにより、圧縮機（２３）が停止している場合であっても冷却流体を流動させること
によって冷媒を冷却できるので、冷媒の圧力が過剰に上昇することを抑制できる。
【００１２】
　上記目的を達成するため、請求項８に記載の発明では、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２３）と、
　圧縮機（２３）から吐出された冷媒と、空気とは異なる熱媒体とを熱交換させて熱媒体
を加熱する熱媒体加熱用熱交換器（１５）と、
　熱媒体加熱用熱交換器（１５）で熱交換された冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）
と、
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　減圧手段（２４）で減圧膨張された冷媒と熱媒体とを熱交換させて熱媒体を冷却する熱
媒体冷却用熱交換器（１４）と、
　熱媒体と空気とを熱交換させる熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）と、
　熱媒体冷却用熱交換器（１４）および熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）に熱媒
体を循環させるポンプ（１１、１２）と、
　熱媒体空気熱交換器（１３）に空気を送風する送風機（２１）と、
　圧縮機（２３）が停止しており、かつ冷媒の圧力（Ｐｃ）または温度（Ｔｃ）が所定値
（Ｐ１、Ｔ１）を超えている、または超えると推定されると判定した場合、圧縮機（２３
）、ポンプ（１１、１２）および送風機（２１）を作動させる制御手段（５０ａ、５０ｂ
、５０ｃ）を備えることを特徴とする。
【００１３】
　これによると、圧縮機（２３）が停止した後において冷媒の圧力が上昇している、また
は上昇すると推定される場合に熱媒体を流動させ、かつ熱媒体空気熱交換器（１３）に空
気を送風させ、さらに冷媒を循環させることができるので、冷媒を冷却でき、ひいては冷
媒の圧力が過剰に上昇することを抑制できる。
【００１４】
　上記目的を達成するため、請求項１１に記載の発明では、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２３）と、
　圧縮機（２３）から吐出された冷媒と、空気とは異なる熱媒体とを熱交換させて熱媒体
を加熱する熱媒体加熱用熱交換器（１５）と、
　熱媒体加熱用熱交換器（１５）で熱交換された冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）
と、
　減圧手段（２４）で減圧膨張された冷媒と熱媒体とを熱交換させて熱媒体を冷却する熱
媒体冷却用熱交換器（１４）と、
　熱媒体と空気とを熱交換させる熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）と、
　熱媒体冷却用熱交換器（１４）および熱媒体空気熱交換器（１３、１７、１８）に熱媒
体を循環させるポンプ（１１、１２）と、
　内燃機関（７０）を冷却する内燃機関用冷却媒体と空気とを熱交換させる内燃機関冷却
用熱交換器（７２）と、
　内燃機関冷却用熱交換器（７２）に空気を送風する送風機（２１）と、
　内燃機関（７０）および圧縮機（２３）が停止しており、冷媒の圧力（Ｐｃ）または温
度（Ｔｃ）が所定値（Ｐ１、Ｔ１）を超えている、または超えると推定されると判定した
場合、送風機（２１）を作動させる送風機制御手段（５０ｂ）とを備えることを特徴とす
る。
【００１５】
　これによると、圧縮機（２３）が停止している場合であっても内燃機関用冷却媒体を空
気に放熱させて内燃機関（７０）の残熱を低減できるので、内燃機関（７０）の残熱によ
って冷媒が加熱されて冷媒の温度が上昇することを抑制でき、ひいては冷媒の圧力が過剰
に上昇することを抑制できる。
【００１８】
　なお、この欄および特許請求の範囲で記載した各手段の括弧内の符号は、後述する実施
形態に記載の具体的手段との対応関係を示すものである。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】第１実施形態における車両用熱管理システムの全体構成図である。
【図２】第１実施形態における車両用熱管理システムが配置された車両を示す斜視透視図
である。
【図３】第１実施形態の車両用熱管理システムにおける電気制御部を示すブロック図であ
る。
【図４】第１実施形態における車両用熱管理システムの制御装置が実行する制御処理を示
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すフローチャートである。
【図５】第１実施形態における車両用熱管理システムの全体構成図であり、他の作動モー
ドを示している。
【図６】第２実施形態における車両用熱管理システムの要部構成図である。
【図７】第２実施形態における車両用熱管理システムの要部構成図であり、車両が走行中
の状態を示している。
【図８】第２実施形態における車両用熱管理システムの要部構成図であり、開閉ドアが閉
じている状態を示している。
【図９】第３実施形態における車両用熱管理システムの要部構成図である。
【図１０】第４実施形態における車両用熱管理システムの要部構成図である。
【図１１】第５実施形態における車両用熱管理システムの要部構成図である。
【図１２】第６実施形態における車両用熱管理システムの制御装置が実行する制御処理を
示すフローチャートである。
【図１３】第６実施形態における車両用熱管理システムの全体構成図である。
【図１４】第７実施形態における車両用熱管理システムの全体構成図である。
【図１５】第８実施形態における車両用熱管理システムの制御装置が実行する制御処理を
示すフローチャートである。
【図１６】第９実施形態における車両用熱管理システムの全体構成図である。
【図１７】第９実施形態における車両用熱管理システムの制御装置が実行する制御処理を
示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、実施形態について図に基づいて説明する。なお、以下の各実施形態相互において
、互いに同一もしくは均等である部分には、図中、同一符号を付してある。
【００２１】
　（第１実施形態）
　図１に示す車両用熱管理システム１０は、車両が備える各種機器や車室内を適切な温度
に調整するために用いられる。本実施形態では、車両用熱管理システム１０を、エンジン
（内燃機関）および走行用電動モータから車両走行用の駆動力を得るハイブリッド自動車
に適用している。
【００２２】
　本実施形態のハイブリッド自動車は、車両停車時に外部電源（商用電源）から供給され
た電力を、車両に搭載された電池（車載バッテリ）に充電可能なプラグインハイブリッド
自動車として構成されている。電池としては、例えばリチウムイオン電池を用いることが
できる。
【００２３】
　エンジンから出力される駆動力は、車両走行用として用いられるのみならず、発電機を
作動させるためにも用いられる。そして、発電機にて発電された電力および外部電源から
供給された電力を電池に蓄わえることができ、電池に蓄えられた電力は、走行用電動モー
タのみならず、車両用熱管理システム１０を構成する電動式構成機器をはじめとする各種
車載機器に供給される。
【００２４】
　図１に示すように、車両用熱管理システム１０は、第１ポンプ１１、第２ポンプ１２、
ラジエータ１３、冷却水冷却器１４、冷却水加熱器１５、機器１６、クーラコア１７、ヒ
ータコア１８、第１切替弁１９および第２切替弁２０を備えている。
【００２５】
　第１ポンプ１１および第２ポンプ１２は、冷却水（熱媒体）を吸入して吐出する電動ポ
ンプである。冷却水は、熱媒体としての流体である。本実施形態では、冷却水として、少
なくともエチレングリコール、ジメチルポリシロキサンもしくはナノ流体を含む液体、ま
たは不凍液体が用いられている。
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【００２６】
　ラジエータ１３、冷却水冷却器１４、冷却水加熱器１５および機器１６は、冷却水が流
通する冷却水流通機器（熱媒体流通機器）である。
【００２７】
　ラジエータ１３は、冷却水と外気（車室外空気）とを熱交換する熱交換器（熱媒体外気
熱交換器、熱媒体空気熱交換器）である。ラジエータ１３は、冷却水の温度が外気の温度
よりも高い場合、冷却水の熱を外気に放熱させる放熱器として機能し、冷却水の温度が外
気の温度よりも低い場合、冷却水に外気の熱を吸熱させる吸熱器として機能する。
【００２８】
　ラジエータ１３には、室外送風機２１によって外気が送風される。室外送風機２１は、
ラジエータ１３に外気を送風する送風手段であり、電動送風機で構成されている。ラジエ
ータ１３および室外送風機２１は車両の最前部に配置されている。このため、車両の走行
時にはラジエータ１３に走行風を当てることができる。
【００２９】
　冷却水冷却器１４は、冷却水を冷却する冷却手段である。具体的には、冷却水冷却器１
４は、冷凍サイクル２２の低圧側冷媒と冷却水とを熱交換させることによって冷却水を冷
却する低圧側熱交換器（熱媒体冷却用熱交換器、熱媒体冷媒熱交換器）である。冷却水冷
却器１４の冷却水入口側（熱媒体入口側）は、第１ポンプ１１の冷却水吐出側（熱媒体吐
出側）に接続されている。
【００３０】
　冷却水加熱器１５は、冷却水を加熱する加熱手段である。具体的には、冷却水加熱器１
５は、冷凍サイクル２２の高圧側冷媒と冷却水とを熱交換させることによって冷却水を加
熱する高圧側熱交換器（熱媒体加熱用熱交換器、熱媒体冷媒熱交換器）である。冷却水加
熱器１５の冷却水入口側（熱媒体入口側）は、第２ポンプ１２の冷却水吐出側（熱媒体吐
出側）に接続されている。
【００３１】
　冷凍サイクル２２は、圧縮機２３、冷却水加熱器１５、膨張弁２４および冷却水冷却器
１４を備える蒸気圧縮式冷凍機である。本実施形態の冷凍サイクル２２では、冷媒として
フロン系冷媒を用いており、高圧側冷媒圧力が冷媒の臨界圧力を超えない亜臨界冷凍サイ
クルを構成している。
【００３２】
　圧縮機２３は、電池から供給される電力によって駆動される電動圧縮機であり、冷凍サ
イクル２２の冷媒を吸入して圧縮して吐出する。圧縮機２３の冷媒吐出側には、リリーフ
弁２５が配置されている。リリーフ弁２５は、冷媒の圧力が所定圧力以上となった際に開
弁して、冷媒の圧力を冷凍サイクル２２の外部へ逃がす圧力逃がし手段である。
【００３３】
　冷却水加熱器１５は、圧縮機２３から吐出された高圧側冷媒と冷却水とを熱交換させる
ことによって高圧側冷媒を凝縮させる凝縮器である。膨張弁２４は、冷却水加熱器１５か
ら流出した液相冷媒を減圧膨張させる減圧手段である。
【００３４】
　冷却水冷却器１４は、膨張弁２４で減圧膨張された低圧冷媒と冷却水とを熱交換させる
ことによって低圧冷媒を蒸発させる蒸発器である。冷却水冷却器１４で蒸発した気相冷媒
は圧縮機２３に吸入されて圧縮される。
【００３５】
　ラジエータ１３では外気によって冷却水を冷却するのに対し、冷却水冷却器１４では冷
凍サイクル２２の低圧冷媒によって冷却水を冷却する。このため、ラジエータ１３では冷
却水を外気の温度よりも低い温度まで冷却できないのに対し、冷却水冷却器１４では冷却
水を外気の温度よりも低温まで冷却できる。すなわち、冷却水冷却器１４で冷却された冷
却水の温度を、ラジエータ１３で冷却された冷却水の温度に比べて低くできる。
【００３６】
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　機器１６は、冷却水が流通する流路を有し、冷却水との間で熱授受が行われる機器（温
度調整対象機器）である。機器１６の例としては、インバータ、電池、電池温調用熱交換
器、走行用電動モータ、エンジン機器、蓄冷熱体、換気熱回収熱交換器、冷却水冷却水熱
交換器などが挙げられる。
【００３７】
　インバータは、電池から供給された直流電力を交流電圧に変換して走行用電動モータに
出力する電力変換装置である。
【００３８】
　電池温調用熱交換器は、電池への送風経路に配置され、送風空気と冷却水とを熱交換す
る熱交換器（空気熱媒体熱交換器）である。
【００３９】
　エンジン機器としては、ターボチャージャ、インタークーラ、ＥＧＲクーラ、ＣＶＴウ
ォーマ、ＣＶＴクーラ、排気熱回収器などが挙げられる。
【００４０】
　ターボチャージャは、エンジンの吸入空気（吸気）を過給する過給機である。インター
クーラは、ターボチャージャで圧縮されて高温になった過給吸気と冷却水とを熱交換して
過給吸気を冷却する吸気冷却器（吸気熱媒体熱交換器）である。
【００４１】
　ＥＧＲクーラは、エンジンの吸気側に戻されるエンジン排気ガス（排気）と冷却水とを
熱交換して排気を冷却する排気冷却水熱交換器（排気熱媒体熱交換器）である。
【００４２】
　ＣＶＴウォーマは、ＣＶＴ（無段変速機）を潤滑する潤滑油（ＣＶＴオイル）と冷却水
とを熱交換してＣＶＴオイルを加熱する潤滑油冷却水熱交換器（潤滑油熱媒体熱交換器）
である。
【００４３】
　ＣＶＴクーラは、ＣＶＴオイルと冷却水とを熱交換してＣＶＴオイルを冷却する潤滑油
冷却水熱交換器（潤滑油熱媒体熱交換器）である。
【００４４】
　排気熱回収器は、排気と冷却水とを熱交換して冷却水に排気の熱を吸熱させる排気冷却
水熱交換器（排気熱媒体熱交換器）である。
【００４５】
　蓄冷熱体は、冷却水が持つ温熱または冷熱を蓄えるものである。蓄冷熱体の例としては
、化学蓄熱材、保温タンク、潜熱型蓄熱体（パラフィンや水和物系の物質）などが挙げら
れる。
【００４６】
　換気熱回収熱交換器は、換気で外に捨てられる熱（冷熱または温熱）を回収する熱交換
器である。例えば、換気熱回収熱交換器が、換気で外に捨てられる熱（冷熱または温熱）
を回収することによって、冷暖房に必要な動力を低減できる。
【００４７】
　冷却水冷却水熱交換器は、冷却水と冷却水とを熱交換する熱交換器である。例えば、冷
却水冷却水熱交換器が、車両用熱管理システム１０の冷却水（第１ポンプ１１または第２
ポンプ１２によって循環される冷却水）と、エンジン冷却回路（エンジン冷却用の冷却水
が循環する回路）の冷却水とを熱交換することによって、車両用熱管理システム１０とエ
ンジン冷却回路との間で熱をやり取りできる。
【００４８】
　クーラコア１７は、冷却水と車室内への送風空気とを熱交換させて車室内への送風空気
を冷却する空気冷却用熱交換器（空気冷却器）である。したがって、クーラコア１７には
、冷却水冷却器１４や冷熱を発生する機器等で冷却された冷却水が流通する必要がある。
【００４９】
　ヒータコア１８は、車室内への送風空気と冷却水とを熱交換させて車室内への送風空気
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を加熱する空気加熱用熱交換器（空気加熱器）である。したがって、ヒータコア１８には
、冷却水加熱器１５や温熱を発生する機器等で加熱された冷却水が流通する必要がある。
【００５０】
　クーラコア１７およびヒータコア１８には、室内送風機２６によって内気（車室内空気
）、外気、または内気と外気との混合空気が送風される。室内送風機２６は、クーラコア
１７およびヒータコア１８に空気を送風する送風手段であり、電動送風機で構成されてい
る。
【００５１】
　クーラコア１７、ヒータコア１８および室内送風機２６は、車両用空調装置の室内空調
ユニット２７のケーシング２８に収容されている。室内空調ユニット２７は、車室内最前
部の計器盤（インストルメントパネル）の内側に配置されている。ケーシング２８は、室
内空調ユニット２７の外殻を形成している。
【００５２】
　ケーシング２８は、車室内に送風される送風空気の空気通路を形成しており、ある程度
の弾性を有し、強度的にも優れた樹脂（例えば、ポリプロピレン）にて成形されている。
【００５３】
　ケーシング２８内の車室内送風空気流れ最上流側には、内外気切替装置（図示せず）が
配置されている。内外気切替装置は、ケーシング２８に内気と外気とを切替導入する内外
気導入手段である。
【００５４】
　ケーシング２８の空気流れ最下流部には、クーラコア１７およびヒータコア１８で温度
調整された空調風を、空調対象空間である車室内へ吹き出す開口部が形成されている。
【００５５】
　第１ポンプ１１は第１ポンプ用流路３１に配置されている。第１ポンプ用流路３１にお
いて第１ポンプ１１の冷却水吐出側には、冷却水冷却器１４が配置されている。第２ポン
プ１２は第２ポンプ用流路３２に配置されている。第２ポンプ用流路３２において第２ポ
ンプ１２の冷却水吐出側には、冷却水加熱器１５が配置されている。
【００５６】
　ラジエータ１３はラジエータ用流路３３に配置されている。機器１６は機器用流路３６
に配置されている。クーラコア１７はクーラコア用流路３７に配置されている。ヒータコ
ア１８はヒータコア用流路３８に配置されている。
【００５７】
　第１ポンプ用流路３１、第２ポンプ用流路３２、ラジエータ用流路３３、機器用流路３
６、クーラコア用流路３７およびヒータコア用流路３８は、第１切替弁１９および第２切
替弁２０に接続されている。
【００５８】
　第１切替弁１９および第２切替弁２０は、冷却水の流れを切り替える切替手段（熱媒体
流れ切替手段）である。
【００５９】
　第１切替弁１９は、冷却水の入口または出口を構成する多数個のポート（第１切替弁ポ
ート）を有する多方弁である。具体的には、第１切替弁１９は、冷却水の入口として第１
入口１９ａおよび第２入口１９ｂを有し、冷却水の出口として第１～第３出口１９ｃ～１
９ｅを有している。
【００６０】
　第２切替弁２０は、冷却水の入口または出口を構成する多数個のポート（第２切替弁ポ
ート）を有する多方弁である。具体的には、第２切替弁２０は、冷却水の出口として第１
出口２０ａおよび第２出口２０ｂを有し、冷却水の入口として第１～第３入口２０ｃ～２
０ｅを有している。
【００６１】
　第１切替弁１９の第１入口１９ａには、第１ポンプ用流路３１の一端が接続されている
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。換言すれば、第１切替弁１９の第１入口１９ａには、冷却水冷却器１４の冷却水出口側
が接続されている。
【００６２】
　第１ポンプ用流路３１のうち冷却水冷却器１４と第１切替弁１９との間の部位には、ク
ーラコア用流路３７の一端が接続されている。換言すれば、冷却水冷却器１４の冷却水出
口側には、クーラコア１７の冷却水入口側が接続されている。
【００６３】
　第１切替弁１９の第２入口１９ｂには、第２ポンプ用流路３２の一端が接続されている
。換言すれば、第１切替弁１９の第２入口１９ｂには、冷却水加熱器１５の冷却水出口側
が接続されている。
【００６４】
　第１切替弁１９の第１出口１９ｃには、ラジエータ用流路３３の一端が接続されている
。換言すれば、第１切替弁１９の第１出口１９ｃには、ラジエータ１３の冷却水入口側が
接続されている。
【００６５】
　第１切替弁１９の第２出口１９ｄには、機器用流路３６の一端が接続されている。換言
すれば、第１切替弁１９の第２出口１９ｄには、機器１６の冷却水入口側が接続されてい
る。
【００６６】
　第１切替弁１９の第３出口１９ｅには、ヒータコア用流路３８の一端が接続されている
。換言すれば、第１切替弁１９の第３出口１９ｅには、ヒータコア１８の冷却水入口側が
接続されている。
【００６７】
　第２切替弁２０の第１出口２０ａには、第１ポンプ用流路３１の他端が接続されている
。換言すれば、第２切替弁２０の第１出口２０ａには、第１ポンプ１１の冷却水吸入側が
接続されている。
【００６８】
　第２切替弁２０の第２出口２０ｂには、第２ポンプ用流路３２の他端が接続されている
。換言すれば、第２切替弁２０の第２出口２０ｂには、第２ポンプ１２の冷却水吸入側が
接続されている。
【００６９】
　第２ポンプ用流路３２のうち第２切替弁２０と第２ポンプ１２との間の部位には、ヒー
タコア用流路３８の他端が接続されている。換言すれば、第２ポンプ１２の冷却水吸入側
には、ヒータコア１８の冷却水出口側が接続されている。
【００７０】
　第２切替弁２０の第１入口２０ｃには、ラジエータ用流路３３の他端が接続されている
。換言すれば、第２切替弁２０の第１入口２０ｃには、ラジエータ１３の冷却水出口側が
接続されている。
【００７１】
　第２切替弁２０の第２入口２０ｄには、機器用流路３６の他端が接続されている。換言
すれば、第２切替弁２０の第２入口２０ｄには、機器１６の冷却水出口側が接続されてい
る。
【００７２】
　第２切替弁２０の第３入口２０ｅには、クーラコア用流路３７の他端が接続されている
。換言すれば、第２切替弁２０の第３入口２０ｅには、クーラコア１７の冷却水出口側が
接続されている。
【００７３】
　第１切替弁１９は、各入口１９ａ、１９ｂと各出口１９ｃ～１９ｅとの連通状態を任意
または選択的に切り替え可能な構造になっている。第２切替弁２０も、各出口２０ａ、２
０ｂと各入口２０ｃ～２０ｅとの連通状態を任意または選択的に切り替え可能な構造にな
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っている。
【００７４】
　具体的には、第１切替弁１９は、ラジエータ１３、機器１６およびヒータコア１８のそ
れぞれについて、第１ポンプ１１から吐出された冷却水が流入する状態と、第２ポンプ１
２から吐出された冷却水が流入する状態と、第１ポンプ１１から吐出された冷却水および
第２ポンプ１２から吐出された冷却水が流入しない状態を切り替える。
【００７５】
　第２切替弁２０は、ラジエータ１３、機器１６およびクーラコア１７のそれぞれについ
て、第１ポンプ１１へ冷却水が流出する状態と、第２ポンプ１２へ冷却水が流出する状態
と、第１ポンプ１１および第２ポンプ１２へ冷却水が流出しない状態とを切り替える。
【００７６】
　第１切替弁１９および第２切替弁２０の構造例を簡単に説明すると、第１切替弁１９お
よび第２切替弁２０は、外殻をなすケースと、ケースに収容された弁体とを備え、ケース
の所定の位置に冷却水の入口および出口が形成され、弁体が回転操作されることによって
冷却水の入口と出口との連通状態が変化するようになっている。
【００７７】
　第１切替弁１９の弁体および第２切替弁２０の弁体は、別個の電動モータによって独立
して回転駆動される。第１切替弁１９の弁体および第２切替弁２０の弁体は、共通の電動
モータによって連動して回転駆動されるようになっていてもよい。
【００７８】
　第１切替弁１９は、複数の弁体から構成されていてもよい。第２切替弁２０は、複数の
弁体から構成されていてもよい。第１切替弁１９の弁体と第２切替弁２０の弁体とが機械
的に連結されていてもよい。第１切替弁１９の弁体と第２切替弁２０の弁体とが一体形成
されていてもよい。
【００７９】
　第１ポンプ１１、第２ポンプ１２、冷却水冷却器１４、冷却水加熱器１５、第１切替弁
１９、第２切替弁２０、圧縮機２３、膨張弁２４およびリリーフ弁２５は、冷凍サイクル
ユニット４０を構成している。
【００８０】
　冷凍サイクルユニット４０は、第１ポンプ１１、第２ポンプ１２、冷却水冷却器１４、
冷却水加熱器１５、第１切替弁１９、第２切替弁２０、圧縮機２３、膨張弁２４およびリ
リーフ弁２５を収容する筐体（図示せず）を有している。
【００８１】
　図２に示すように、冷凍サイクルユニット４０は、車両前部のエンジンルーム１内に配
置されている。ラジエータ１３および室外送風機２１は車両最前部に配置されている。室
内空調ユニット２７のケーシング２８に収容されたクーラコア１７およびヒータコア１８
は、車室２内の最前部に設けられた計器盤（インストルメントパネル）の内側に配置され
ている。
【００８２】
　エンジンルーム１は、エンジンを収容するエンジン収容空間であり、車体部材によって
車室外に形成されている。エンジンルーム１は、車両前後方向においては、車両の最前部
よりも後方側、かつファイヤーウォール（図示せず）よりも前方側に形成されている。フ
ァイヤーウォールは、車室２とエンジンルーム１とを仕切る隔壁である。
【００８３】
　エンジンルーム１は、車両上下方向においては、ボンネットフードの下方側、かつ車体
の最も低い部位よりも上方側に形成されている。エンジンルーム１は、車両左右方向にお
いては、フェンダーよりも内側に形成されている。
【００８４】
　図２の例では、機器１６として、エンジン１６Ａ、インバータ１６Ｂおよび電池１６Ｃ
が設けられている。エンジン１６Ａおよびインバータ１６Ｂは、車両のエンジンルーム１
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内に配置されている。電池１６Ｃは、車両後部のトランクルーム３に配置されている。
【００８５】
　次に、車両用熱管理システム１０の電気制御部を図３に基づいて説明する。制御装置５
０は、ＣＰＵ、ＲＯＭおよびＲＡＭ等を含む周知のマイクロコンピュータとその周辺回路
から構成され、そのＲＯＭ内に記憶された空調制御プログラムに基づいて各種演算、処理
を行い、出力側に接続された第１ポンプ１１、第２ポンプ１２、室外送風機２１、圧縮機
２３、室内送風機２６、切替弁用電動モータ５１等の作動を制御する制御手段である。
【００８６】
　切替弁用電動モータ５１は、第１切替弁１９の弁体と第２切替弁２０の弁体とを駆動す
る切替弁駆動手段である。本実施形態では、切替弁用電動モータ５１として、第１切替弁
１９の弁体駆動用の電動モータと、第２切替弁２０の弁体駆動用の電動モータとが別個に
設けられている。
【００８７】
　制御装置５０は、その出力側に接続された各種制御対象機器を制御する制御手段が一体
に構成されたものであるが、それぞれの制御対象機器の作動を制御する構成（ハードウェ
アおよびソフトウェア）が、それぞれの制御対象機器の作動を制御する制御手段を構成し
ている。
【００８８】
　本実施形態では、第１ポンプ１１および第２ポンプ１２の作動を制御する構成（ハード
ウェアおよびソフトウェア）をポンプ制御手段５０ａとする。ポンプ制御手段５０ａは、
冷却水を流動させる流動手段である。ポンプ制御手段５０ａを制御装置５０に対して別体
で構成してもよい。
【００８９】
　本実施形態では、室外送風機２１の作動を制御する構成（ハードウェアおよびソフトウ
ェア）を室外送風機制御手段５０ｂ（送風制御手段）とする。室外送風機制御手段５０ｂ
を制御装置５０に対して別体で構成してもよい。
【００９０】
　本実施形態では、圧縮機２３の作動を制御する構成（ハードウェアおよびソフトウェア
）を圧縮機制御手段５０ｃとする。圧縮機制御手段５０ｃを制御装置５０に対して別体で
構成してもよい。
【００９１】
　本実施形態では、室内送風機２６の作動を制御する構成（ハードウェアおよびソフトウ
ェア）を室内送風機制御手段５０ｄ（送風制御手段）とする。室内送風機制御手段５０ｄ
を制御装置５０に対して別体で構成してもよい。
【００９２】
　本実施形態では、切替弁用電動モータ５１の作動を制御する構成（ハードウェアおよび
ソフトウェア）を切替弁制御手段５０ｅとする。切替弁制御手段５０ｅを制御装置５０に
対して別体で構成してもよい。
【００９３】
　制御装置５０の入力側には、内気センサ５２、外気センサ５３、第１水温センサ５４、
第２水温センサ５５、冷媒温度センサ５６等のセンサ群の検出信号が入力される。
【００９４】
　内気センサ５２は、内気温（車室内温度）を検出する検出手段（内気温度検出手段）で
ある。外気センサ５３は、外気温（車室外温度）を検出する検出手段（外気温度検出手段
）である。
【００９５】
　第１水温センサ５４は、第１ポンプ用流路３１を流れる冷却水の温度（例えば冷却水冷
却器１４から流出した冷却水の温度）を検出する検出手段（第１熱媒体温度検出手段）で
ある。
【００９６】
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　第２水温センサ５５は、第２ポンプ用流路３２を流れる冷却水の温度（例えば冷却水加
熱器１５から流出した冷却水の温度）を検出する検出手段（第２熱媒体温度検出手段）で
ある。
【００９７】
　冷媒温度センサ５６は、冷凍サイクル２２の冷媒温度（例えば圧縮機２３から吐出され
る冷媒の温度や、冷却水冷却器１４から流出した冷却水の温度）を検出する検出手段（冷
媒温度検出手段）である。冷媒温度センサ５６は、必要に応じて冷凍サイクル２２内に配
置される熱交換器に配置されていてもよい。
【００９８】
　例えば、内気温、外気温、冷却水温度および冷媒温度を、種々の物理量の検出値に基づ
いて推定するようにしてもよい。
【００９９】
　冷媒温度センサ５６の代わりに、冷凍サイクル２２の冷媒圧力（例えば圧縮機２３から
吐出される冷媒の圧力や、冷却水冷却器１４から流出した冷却水の圧力）を検出する冷媒
圧力センサが配置されていてもよい。
【０１００】
　制御装置５０の入力側には、エアコンスイッチ５７からの操作信号が入力される。エア
コンスイッチ５７は、エアコンのオン・オフ（換言すれば冷房のオン・オフ）を切り替え
るスイッチであり、車室内の計器盤付近に配置されている。
【０１０１】
　次に、上記構成における作動を説明する。制御装置５０が第１ポンプ１１、第２ポンプ
１２、圧縮機２３、切替弁用電動モータ５１等の作動を制御することによって、種々の作
動モードに切り替えられる。
【０１０２】
　例えば、第１ポンプ用流路３１とラジエータ用流路３３、機器用流路３６、クーラコア
用流路３７およびヒータコア用流路３８とのうち少なくとも１つの流路とで第１冷却水回
路（第１熱媒体回路）が形成され、第２ポンプ用流路３２とラジエータ用流路３３、機器
用流路３６、クーラコア用流路３７およびヒータコア用流路３８のうち少なくとも他の１
つの流路とで第２冷却水回路（第２熱媒体回路）が形成される。
【０１０３】
　ラジエータ用流路３３、機器用流路３６、クーラコア用流路３７およびヒータコア用流
路３８のそれぞれについて、第１冷却水回路に接続される場合と、第２冷却水回路に接続
される場合とを状況に応じて切り替えることによって、ラジエータ１３、機器１６、クー
ラコア１７およびヒータコア１８を状況に応じて適切な温度に調整できる。
【０１０４】
　すなわち、冷却水冷却器１４と機器１６とが互いに同じ冷却回路に接続された場合、冷
却水冷却器１４で冷却された冷却水によって機器１６を冷却できる。冷却水加熱器１５と
機器１６とが互いに同じ冷却回路に接続された場合、冷却水加熱器１５で加熱された冷却
水によって機器１６を加熱できる。
【０１０５】
　冷却水冷却器１４とクーラコア１７とが互いに同じ冷却回路に接続された場合、クーラ
コア１７によって車室内への送風空気を冷却して、車室内を冷房できる。
【０１０６】
　冷却水加熱器１５とヒータコア１８とが互いに同じ冷却回路に接続された場合、ヒータ
コア１８によって車室内への送風空気を加熱して、車室内を暖房できる。
【０１０７】
　冷却水冷却器１４とラジエータ１３とが互いに同じ冷却回路に接続された場合、冷凍サ
イクル２２のヒートポンプ運転を行うことができる。すなわち、第１冷却水回路では、冷
却水冷却器１４で冷却された冷却水がラジエータ１３を流れるので、ラジエータ１３で冷
却水が外気から吸熱する。そして、ラジエータ１３にて外気から吸熱した冷却水は、冷却
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水冷却器１４で冷凍サイクル２２の冷媒と熱交換して放熱する。したがって、冷却水冷却
器１４では、冷凍サイクル２２の冷媒が冷却水を介して外気から吸熱する。
【０１０８】
　冷却水冷却器１４にて外気から吸熱した冷媒は、冷却水加熱器１５にて第２冷却水回路
の冷却水と熱交換して放熱する。したがって、外気の熱を汲み上げるヒートポンプ運転を
実現できる。
【０１０９】
　制御装置５０は、圧縮機２３が停止している場合、図４のフローチャートに示す制御処
理を実施する。この制御処理は、車両のイグニッションスイッチがオフされている状態で
あっても実施される。
【０１１０】
　ステップＳ１００では、冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃが所定値Ｐ１を超えている
か否かを判定する。所定値Ｐ１は、予め制御装置５０に記憶されている。所定値Ｐ１は、
リリーフ弁２５の開弁圧以下の値である。
【０１１１】
　冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃが所定値Ｐ１を超えていないと判定された場合、ス
テップＳ１００へ戻り、冷凍サイクル２２の冷媒の圧力または温度が所定値を超えている
と判定された場合、ステップＳ１１０へ進む。
【０１１２】
　ステップＳ１１０では、第１ポンプ１１および室外送風機２１を作動させるとともに、
図１に示す作動モードになるように第１切替弁１９および第２切替弁２０を切り替える。
【０１１３】
　これにより、ラジエータ１３および冷却水冷却器１４に冷却水が循環するので、冷却水
冷却器１４で冷却水が冷媒から吸熱し、ラジエータ１３で冷却水が外気に放熱する。した
がって、冷凍サイクル２２の冷媒が冷却されて、冷媒の圧力Ｐｃが低下する。
【０１１４】
　ステップＳ１１０において、室外送風機２１を作動させず、ラジエータ１３で冷却水か
ら外気に自然放熱させてもよい。
【０１１５】
　ステップＳ１２０では、冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃが所定値Ｐ１以下であるか
否かを判定する。冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃが所定値Ｐ１以下でないと判定され
た場合、ステップＳ１２０へ戻る。一方、冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃが所定値Ｐ
１以下であると判定された場合、ステップＳ１３０へ進み、第１ポンプ１１および室外送
風機２１を停止させる。
【０１１６】
　これにより、圧縮機２３が停止している場合であっても、冷媒の温度上昇を抑制して冷
媒の圧力上昇を抑制できる。
【０１１７】
　例えば、エンジン停止時およびエンジン作動時の両方においてエンジンルーム内の温度
が上昇するような状況であっても、冷媒の圧力上昇を抑制できるので、冷凍サイクル２２
の構成機器を保護できるとともに、圧縮機２３を支障なく作動させることができる。
【０１１８】
　なお、本例では、ステップＳ１２０、ステップＳ１３０において、冷凍サイクル２２の
冷媒の圧力Ｐｃが所定値Ｐ１以下であると判定された場合、第１ポンプ１１および室外送
風機２１を停止させるが、ステップＳ１１０で第１ポンプ１１および室外送風機２１を作
動させてからの経過時間が所定時間以上になったと判定された場合、第１ポンプ１１およ
び室外送風機２１を停止させるようにしてもよい。
【０１１９】
　また、ステップＳ１００～Ｓ１３０において、冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃに応
じて第１ポンプ１１の作動・停止を切り替えるが、冷凍サイクル２２の冷媒の温度Ｔｃに
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応じて第１ポンプ１１の作動・停止を切り替えるようにしてもよい。例えば、冷凍サイク
ル２２の冷媒の温度Ｔｃが所定値Ｔ１を超えていると判定された場合、第１ポンプ１１を
作動させ、冷凍サイクル２２の冷媒の温度Ｔｃが所定値Ｔ１以下であると判定された場合
、第１ポンプ１１を停止させるようにしてもよい。この場合、所定値Ｔ１は、リリーフ弁
２５の開弁圧に対応する冷媒の温度未満の値である。
【０１２０】
　また、冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値Ｐ１、Ｔ１をまだ超
えていない場合であっても、冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値
Ｐ１、Ｔ１を超えると推定される場合、第１ポンプ１１を停止させるようにしてもよい。
【０１２１】
　ステップＳ１１０では、図１に示す作動モードになるように第１切替弁１９および第２
切替弁２０を切り替えて第１ポンプ１１を作動させるが、図５に示す作動モードになるよ
うに第１切替弁１９および第２切替弁２０を切り替えて第２ポンプ１２を作動させてもよ
い。
【０１２２】
　これにより、ラジエータ１３および冷却水加熱器１５に冷却水が循環するので、冷却水
加熱器１５で冷却水が冷媒から吸熱し、ラジエータ１３で冷却水が外気に放熱する。した
がって、冷凍サイクル２２の冷媒が冷却されて、冷媒の圧力Ｐｃが低下する。
【０１２３】
　本実施形態では、制御装置５０（ポンプ制御手段５０ａ）は、圧縮機２３が停止してい
る場合、第１ポンプ１１を作動させて冷却水を流動させる。第１ポンプ１１によって流動
される冷却水は、冷媒を冷却するための冷却流体として機能する。
【０１２４】
　これにより、圧縮機２３が停止している場合であっても冷媒を冷却できるので、冷媒の
圧力が過剰に上昇することを抑制できる。
【０１２５】
　具体的には、制御装置５０（ポンプ制御手段５０ａ）は、圧縮機２３が停止しており、
かつ冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値Ｐ１、Ｔ１を超えている、または超えると推
定されると判定した場合、第１ポンプ１１および第２ポンプ１２のうち少なくとも一方を
作動させる。
【０１２６】
　これにより、冷媒の圧力が上昇している、または上昇すると推定される場合に冷却水を
流動させることができる。
【０１２７】
　本実施形態では、ラジエータ１３と冷却水加熱器１５との間で冷却水が循環する状態と
、ラジエータ１３と冷却水冷却器１４との間で冷却水が循環する状態とを切り替える第１
切替弁１９および第２切替弁２０を備えている。
【０１２８】
　そして、本実施形態では、第１切替弁１９および第２切替弁２０は、圧縮機２３が停止
しており、かつ冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値Ｐ１、Ｔ１を超えている、または
超えると推定されると判定した場合、ラジエータ１３と冷却水冷却器１４との間で冷却水
が循環する状態に切り替わる作動パターンを備える。
【０１２９】
　これにより、冷却水冷却器１４に滞留した冷媒を冷却して極力液相状態にすることがで
きるので、圧縮機２３の再起動時に冷凍サイクル２２の性能を速やかに発揮させることが
できる。
【０１３０】
　本実施形態では、制御装置５０（ポンプ制御手段５０ａ）は、ポンプを作動させた後、
冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値Ｐ１、Ｔ１以下になった場合、ポンプを停止させ
る。
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【０１３１】
　これにより、ポンプが必要以上に作動することを抑制できるので、ポンプの消費動力を
抑制できる。制御装置５０（ポンプ制御手段５０ａ）は、ポンプを作動させた後、所定時
間が経過した場合、ポンプを停止させるようにしてよい。
【０１３２】
　本実施形態では、制御装置５０（室外送風機制御手段５０ｂ）は、圧縮機２３が停止し
ており、かつ冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値Ｐ１、Ｔ１を超えている、または超
えると推定されると判定した場合、室外送風機２１を作動させる。
【０１３３】
　これにより、冷媒を効果的に冷却できるので、冷媒の圧力が過剰に上昇することを効果
的に抑制できる。
【０１３４】
　（第２実施形態）
　上記実施形態では、冷却水を循環させることによって冷媒を冷却するが、本実施形態で
は、図６に示すように、冷凍サイクルユニット４０に外気を導風することによって冷媒を
冷却する。図６における前後上下の矢印は、車両の前後上下方向を示している。
【０１３５】
　冷凍サイクルユニット４０は、導風ダクト６０内に配置されている。導風ダクト６０は
、冷凍サイクルユニット４０に外気を導風する導風手段である。
【０１３６】
　導風ダクト６０は、外気が流れる外気通路を形成する外気通路形成部材である。導風ダ
クト６０は、エンジンルーム１内を上下方向に延びるように配置されている。
【０１３７】
　導風ダクト６０の下端側の開口部６０ａの開口面は、エンジンルーム１の下部に配置さ
れている。導風ダクト６０の下端側の開口部６０ａの開口面は、車体の最も低い部位より
も上方側に配置されている。換言すれば、地表面から導風ダクト６０の下端側の開口部６
０ａの開口面までの鉛直距離ＬＨは、車両の最低地上高ＬＧよりも大きくなっている。
【０１３８】
　導風ダクト６０の上端側の開口部６０ｂは、車両のカウル４に開口している。カウル４
は、車両のワイパー（図示せず）が配置される部材であり、車両のボンネットフード５と
フロントガラス（図示せず）との間に配置されている。導風ダクト６０には、冷凍サイク
ルユニット４０の冷却水配管４０ａが貫通している。
【０１３９】
　導風ダクト６０内には２つの開閉ドア６１が配置されている。２つの開閉ドア６１は、
導風ダクト６０内の外気通路を開閉する外気通路開閉手段である。
【０１４０】
　一方の開閉ドア６１は、冷凍サイクルユニット４０と導風ダクト６０の下端側の開口部
６０ａとの間に配置されており、他方の開閉ドア６１は、冷凍サイクルユニット４０と導
風ダクト６０の上端側の開口部６０ｂとの間に配置されている。
【０１４１】
　２つの開閉ドア６１は、電動アクチュエータ６２によって駆動される。電動アクチュエ
ータ６２は、２つの開閉ドア６１を駆動する駆動手段である。電動アクチュエータ６２の
作動は、制御装置５０によって制御される。
【０１４２】
　制御装置５０は、車両が駐車中の場合、図６に示すように２つの開閉ドア６１が導風ダ
クト６０内の外気通路を開けるように電動アクチュエータ６２の作動を制御する。
【０１４３】
　これによると、導風ダクト６０内の外気通路の外気が冷凍サイクルユニット４０によっ
て加熱されて自然対流が発生する。この自然対流によって、図６の矢印に示すように導風
ダクト６０内の外気通路に外気流れが発生するので、冷凍サイクルユニット４０に外気を
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導風して冷凍サイクルユニット４０内の冷媒を冷却できる。
【０１４４】
　制御装置５０は、車両が走行中の場合、図７に示すように２つの開閉ドア６１が導風ダ
クト６０内の外気通路を開けるように電動アクチュエータ６２の作動を制御する。
【０１４５】
　これによると、導風ダクト６０の下端側の開口部６０ａでは、導風ダクト６０の上端側
の開口部６０ｂと比較して走行風の流速が高くなるので、負圧が大きくなる。この負圧の
差によって、図７の矢印に示すように導風ダクト６０内の外気通路に外気流れが発生する
ので、冷凍サイクルユニット４０に外気を導風して冷凍サイクルユニット４０内の冷媒を
冷却できる。
【０１４６】
　制御装置５０は、圧縮機２３が作動中の場合、図８に示すように２つの開閉ドア６１が
導風ダクト６０内の外気通路を閉じるように電動アクチュエータ６２の作動を制御する。
【０１４７】
　これによると、導風ダクト６０内の外気通路に外気流れが発生しないので、圧縮機２３
、第１ポンプ１１および第２ポンプ１２等の廃熱によって冷凍サイクルユニット４０の雰
囲気が加熱され、加熱された外気が冷却水冷却器１４を流れる冷媒に吸熱される。そのた
め、圧縮機２３、第１ポンプ１１および第２ポンプ１２等の廃熱を暖房に利用できる。
【０１４８】
　本実施形態では、導風ダクト６０によって外気を流動させることができるので、圧縮機
２３が停止している場合であっても外気を流動させることによって冷媒を冷却でき、ひい
ては冷媒の圧力が過剰に上昇することを抑制できる。
【０１４９】
　本実施形態では、導風ダクト６０は、少なくとも２つの開口部６０ａ、６０ｂを有して
おり、２つの開口部６０ａ、６０ｂの開口面は、互いに異なる高さに配置されている。こ
れによると、自然対流を利用して外気を流動させることができるので、外気を送風させる
ための動力を不要としたり低減したりすることができる。
【０１５０】
　本実施形態では、導風ダクト６０の２つの開口部６０ａ、６０ｂは、車両が走行してい
る場合、一方の開口部６０ａでは車両の走行風によって他方の開口部６０ｂよりも圧力が
低くなるように構成されている。
【０１５１】
　これによると、走行風によって生じる圧力の低下を利用して外気を流動させることがで
きるので、外気を送風させるための動力を不要としたり低減したりすることができる。
【０１５２】
　本実施形態では、導風ダクト６０内の外気通路を開閉する開閉ドア６１を備えるので、
外気が流動しない状態に切り替えることができる。そのため、冷媒を冷却する状態と冷却
しない状態とを切り替えることができる。
【０１５３】
　（第３実施形態）
　本実施形態では、図９に示すように、上記第２実施形態に対して、導風ダクト６０内の
外気通路に送風機６３が配置されている。送風機６３は、制御装置５０によって作動が制
御される電動送風機である。
【０１５４】
　これによると、制御装置５０が、２つの開閉ドア６１が導風ダクト６０内の外気通路を
開けるように電動アクチュエータ６２の作動を制御するとともに送風機６３を作動させる
ことによって、導風ダクト６０内の外気通路に外気流れが発生するので、冷凍サイクルユ
ニット４０に外気を導風して冷凍サイクルユニット４０内の冷媒を冷却できる。
【０１５５】
　（第４実施形態）
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　本実施形態では、冷媒の対流を利用して、冷凍サイクルユニット４０内の冷媒を冷却す
る。
【０１５６】
　図１０に示すように、冷凍サイクル２２は、第２膨張弁６５および第２蒸発器６６を有
している。第２膨張弁６５および第２蒸発器６６は、冷凍サイクル２２の冷媒流れにおい
て、膨張弁２４および冷却水冷却器１４と並列に配置されている。
【０１５７】
　第２膨張弁６５は、冷却水加熱器１５から流出した液相冷媒を減圧膨張させる減圧手段
である。第２蒸発器６６は、第２膨張弁６５で減圧膨張された低圧冷媒と車室内への送風
空気とを熱交換させて車室内への送風空気を冷却する空気冷却用熱交換器である。第２蒸
発器６６は、冷媒が流れる流路を形成する冷媒流路形成部材である。
【０１５８】
　第２蒸発器６６は、室内空調ユニット２７のケーシング２８内に配置されている。した
がって、第２蒸発器６６は、エンジンルーム１に対してファイヤーウォール６で仕切られ
た車室２内に配置されている。
【０１５９】
　圧縮機２３が停止している場合において、エンジンルーム１が高温になって冷凍サイク
ルユニット４０内の冷媒が高温になった場合、第２蒸発器６６が配置される車室２内は、
冷凍サイクルユニット４０が配置されるエンジンルーム１と比較して低温環境となるので
、冷媒が自然対流によって冷凍サイクルユニット４０と第２蒸発器６６との間を循環する
。このとき、第２蒸発器６６で冷媒が車室内空気に放熱する。そのため、冷凍サイクルユ
ニット４０内の冷媒を冷却できる。
【０１６０】
　本実施形態では、第２蒸発器６６は、冷凍サイクルユニット４０が配置される領域と比
較して空気温度の低い低温領域に配置されている。このため、圧縮機２３が停止している
場合、冷媒を自然対流で循環させて第２蒸発器６６で冷媒を冷却できる。そのため、冷媒
の圧力が過剰に上昇することを抑制できる。
【０１６１】
　（第５実施形態）
　上記第４実施形態では、第２蒸発器６６で冷媒を放熱させるが、本実施形態では、図１
１に示すように、冷凍サイクル２２を構成する冷媒配管６７によって冷媒を放熱させる。
【０１６２】
　冷媒配管６７は、冷媒が流れる流路を形成する冷媒流路形成部材であり、冷凍サイクル
２２の冷媒循環流路から分岐している。冷媒循環流路は、冷媒が圧縮機２３、冷却水加熱
器１５、膨張弁２４および冷却水冷却器１４を循環する流路である。
【０１６３】
　例えば、冷媒配管６７は、圧縮機２３と冷却水加熱器１５との間から分岐している。冷
媒配管６７は、冷却水加熱器１５と膨張弁２４との間から分岐していてもよい。冷媒配管
６７は、膨張弁２４と冷却水冷却器１４との間から分岐していてもよい。冷媒配管６７は
、冷却水冷却器１４と圧縮機２３との間から分岐していてもよい。
【０１６４】
　冷媒配管６７は、冷凍サイクルユニット４０が配置される領域よりも空気温度の低い低
温領域（例えば、エンジンルーム１の下部）まで延びている。
【０１６５】
　冷媒は自然対流によって冷媒配管６７を行き来し、冷媒配管６７で冷媒が車室内空気に
放熱する。そのため、冷凍サイクルユニット４０内の冷媒を冷却できる。
【０１６６】
　本例では、冷媒循環流路から分岐する冷媒配管６７が低温領域まで延びているが、冷媒
循環流路自体が低温領域まで延びていても、同様の作用効果を奏することができる。圧縮
機２３、冷却水加熱器１５、膨張弁２４および冷却水冷却器１４のうち少なくとも一つが
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低温領域に配置されていても、同様の作用効果を奏することができる。
【０１６７】
　（第６実施形態）
　上記第１実施形態では、圧縮機２３が停止しており、かつ冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔ
ｃが所定値Ｐ１、Ｔ１を超えている、または超えると推定されると判定した場合、ポンプ
１１および室外送風機２１を作動させるが、本実施形態では、圧縮機２３が停止しており
、かつ冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値Ｐ１、Ｔ１を超えている、または超えると
推定されると判定した場合、ポンプ１２および室外送風機２１に加えて圧縮機２３も作動
させる。
【０１６８】
　具体的には、制御装置５０は、圧縮機２３が停止している場合、図１２のフローチャー
トに示す制御処理を実施する。この制御処理は、車両のイグニッションスイッチがオフさ
れている状態であっても実施される。
【０１６９】
　図１２のフローチャートでは、上記第１実施形態で示した図４のフローチャートにおけ
るステップＳ１１０、Ｓ１３０がステップＳ１１１、Ｓ１３１に変更されている。
【０１７０】
　ステップＳ１００において冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値
Ｐ１、Ｔ１を超えていると判定された場合、ステップＳ１１１へ進み、図１３に示す作動
モードになるように第１切替弁１９および第２切替弁２０を切り替えるとともに、圧縮機
２３、第２ポンプ１２および室外送風機２１を作動させる。
【０１７１】
　図１３に示す作動モードでは、ラジエータ１３および冷却水加熱器１５を有する第２冷
却水回路Ｃ２が形成される。
【０１７２】
　これにより、圧縮機２３が停止している場合であっても、ラジエータ１３および冷却水
加熱器１５に冷却水が循環するので、冷却水加熱器１５で冷却水が冷媒から吸熱し、ラジ
エータ１３で冷却水が外気に放熱する。したがって、冷凍サイクル２２の冷媒が冷却され
て、冷媒の圧力Ｐｃが低下する。
【０１７３】
　さらに、冷凍サイクル２２に冷媒が循環するので、冷却水冷却器１４に冷熱が蓄えられ
る。そのため、上記第１実施形態と比較して、圧縮機２３停止後の冷媒の温度上昇が一層
抑制されて冷媒の圧力上昇が一層抑制される。
【０１７４】
　ステップＳ１２０において冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが第２所
定値Ｐ２、Ｔ２以下であると判定された場合、ステップＳ１３１へ進み、圧縮機２３、第
２ポンプ１２および室外送風機２１を停止させる。第２所定値Ｐ２、Ｔ２は、予め制御装
置５０に記憶されている。第２所定値Ｐ２、Ｔ２は、所定値Ｐ１、Ｔ１と同じ値であって
もよい。
【０１７５】
　本実施形態では、制御装置５０（ポンプ制御手段５０ａ、室外送風機制御手段５０ｂ、
圧縮機制御手段５０ｃ）は、圧縮機２３が停止しており、かつ冷媒の圧力Ｐｃまたは温度
Ｔｃが所定値Ｐ１、Ｔ１を超えている、または超えると推定されると判定した場合、圧縮
機２３、ポンプ１２および室外送風機２１を作動させる。
【０１７６】
　これによると、圧縮機２３が停止した後において冷媒の圧力が上昇している、または上
昇すると推定される場合に冷却水を流動させ、かつラジエータ１３に外気を送風させ、さ
らに冷凍サイクル２２の冷媒を循環させることができるので、冷媒を確実に冷却でき、ひ
いては冷媒の圧力が過剰に上昇することを確実に抑制できる。
【０１７７】
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　本実施形態では、制御装置５０（ポンプ制御手段５０ａ、室外送風機制御手段５０ｂ、
圧縮機制御手段５０ｃ）は、圧縮機２３、ポンプ１１、１２および室外送風機２１を作動
させた後、冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが第２所定値Ｐ２、Ｔ２以下になった場合、圧
縮機２３、ポンプ１２および室外送風機２１を停止させる。
【０１７８】
　これにより、圧縮機２３、ポンプ１２および室外送風機２１が必要以上に作動すること
を抑制できるので、圧縮機２３、ポンプ１２および室外送風機２１の消費動力を抑制でき
る。
【０１７９】
　制御装置５０（ポンプ制御手段５０ａ、室外送風機制御手段５０ｂ、圧縮機制御手段５
０ｃ）は、圧縮機２３、ポンプ１２および室外送風機２１を作動させた後、所定時間が経
過した場合、圧縮機２３、ポンプ１２および室外送風機２１を停止させるようにしてよい
。
【０１８０】
　（第７実施形態）
　上記第６実施形態では、圧縮機２３が停止しており、かつ冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔ
ｃが所定値Ｐ１、Ｔ１を超えている、または超えると推定されると判定した場合、圧縮機
２３、第２ポンプ１２および室外送風機２１を作動させるが、本実施形態では、圧縮機２
３が停止しており、かつ冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値Ｐ１、Ｔ１を超えている
、または超えると推定されると判定した場合、図１４に示すように圧縮機２３、第２ポン
プ１２および室外送風機２１に加えて第１ポンプ１１も作動させる。
【０１８１】
　これによると、第１ポンプ１１を作動させるので、冷却水冷却器１４で冷却された冷却
水が、クーラコア１７を有する第１冷却水回路Ｃ１に循環する。そのため、第１冷却水回
路Ｃ１全体に冷熱を蓄えることができるので、上記第６実施形態と比較して圧縮機２３停
止後の冷媒の温度上昇を一層抑制して冷媒の圧力上昇を一層抑制できる。
【０１８２】
　本実施形態では、圧縮機２３、第１ポンプ１１、第２ポンプ１２および室外送風機２１
を作動させた後、冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが第２所定値Ｐ２、Ｔ２以下になった場
合、圧縮機２３、第１ポンプ１１、第２ポンプ１２および室外送風機２１を停止させる。
【０１８３】
　これにより、圧縮機２３、第１ポンプ１１、第２ポンプ１２および室外送風機２１が必
要以上に作動することを抑制できるので、圧縮機２３、第１ポンプ１１、第２ポンプ１２
および室外送風機２１の消費動力を抑制できる。
【０１８４】
　本実施形態では、圧縮機２３が停止しており、かつ冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所
定値Ｐ１、Ｔ１を超えている、または超えると推定されると判定した場合、第１ポンプ１
１および第２ポンプ１２の両方を作動させるが、第１ポンプ１１を作動させて第２ポンプ
１２を作動させないようにしてもよい。
【０１８５】
　これによると、冷却水冷却器１４を有する第１冷却水回路に冷却水が循環するので、冷
媒の温度上昇を抑制して冷媒の圧力上昇を抑制できる。
【０１８６】
　（第８実施形態）
　上記第６実施形態では、冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが第２所定
値Ｐ２、Ｔ２以下であると判定された場合、圧縮機２３、第２ポンプ１２および室外送風
機２１を停止させるが、本実施形態では、図１５に示すように、冷却水の温度が冷却水温
度所定値Ｔ３以下であると判定された場合、圧縮機２３、第２ポンプ１２および室外送風
機２１を停止させる。
【０１８７】
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　具体的には、制御装置５０は、圧縮機２３が停止している場合、図１５のフローチャー
トに示す制御処理を実施する。この制御処理は、車両のイグニッションスイッチがオフさ
れている状態であっても実施される。
【０１８８】
　図１５のフローチャートでは、上記第６実施形態で示した図１２のフローチャートにお
けるステップＳ１２０がステップＳ１２１に変更されている。
【０１８９】
　ステップＳ１２１では、ポンプで循環されている冷却水の温度Ｔｗが冷却水温度所定値
Ｔ３（熱媒体温度所定値）以下であるか否かを判定する。冷却水温度所定値Ｔ３は、予め
制御装置５０に記憶されている。
【０１９０】
　冷却水の温度Ｔｗが冷却水温度所定値Ｔ３以下でないと判定された場合、ステップＳ１
２０へ戻る。一方、冷却水の温度Ｔｗが冷却水温度所定値Ｔ３以下であると判定された場
合、ステップＳ１３１へ進み、圧縮機２３、第２ポンプ１２および室外送風機２１を停止
させる。
【０１９１】
　ここで、冷却水の温度Ｔｗは、冷凍サイクル２２の冷媒の温度Ｔｃおよび圧力Ｐｃと相
関関係がある。具体的には、冷却水の温度Ｔｗが高いほど、冷凍サイクル２２の冷媒の温
度Ｔｃおよび圧力Ｐｃが高くなる。
【０１９２】
　本実施形態では、冷却水の温度Ｔｗが冷却水温度所定値Ｔ３以下である場合、冷凍サイ
クル２２の冷媒の温度Ｔｃが上述の第２所定値Ｔ２以下であると推定でき、冷却水の温度
Ｔｗが冷却水温度所定値Ｔ３以下でない場合、冷凍サイクル２２の冷媒の温度Ｔｃが上述
の第２所定値Ｔ２以下でないと推定できる。
【０１９３】
　同様に、冷却水の温度Ｔｗが冷却水温度所定値Ｔ３以下である場合、冷凍サイクル２２
の冷媒の圧力Ｐｃが上述の第２所定値Ｐ２以下であると推定でき、冷却水の温度Ｔｗが冷
却水温度所定値Ｔ３以下でない場合、冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃが上述の第２所
定値Ｐ２以下でないと推定できる。
【０１９４】
　したがって、本実施形態においても上記第６実施形態と同様の作用効果を奏することが
できる。
【０１９５】
　本実施形態では、制御装置５０（ポンプ制御手段５０ａ、室外送風機制御手段５０ｂ、
圧縮機制御手段５０ｃ）は、圧縮機２３、ポンプ１２および室外送風機２１を作動させた
後、冷却水の温度Ｔｗが冷却水温度所定値Ｔ３以下になった場合、圧縮機２３、ポンプ１
２および送風機２１を停止させる。
【０１９６】
　これにより、圧縮機２３、ポンプ１２および室外送風機２１が必要以上に作動すること
を抑制できるので、圧縮機２３、ポンプ１２および室外送風機２１の消費動力を抑制でき
る。
【０１９７】
　なお、本実施形態のステップＳ１１１において、圧縮機２３、第２ポンプ１２および室
外送風機２１に加えて第１ポンプ１１も作動させるようにしてもよい。さらに、ステップ
Ｓ１３１において、圧縮機２３、第２ポンプ１２および室外送風機２１に加えて第１ポン
プ１１も停止させるようにしてもよい。
【０１９８】
　（第９実施形態）
　上記実施形態では、圧縮機２３が停止している場合、冷却水回路の冷却水を冷却させる
ことによって冷媒の圧力上昇を抑制するが、本実施形態では、圧縮機２３が停止している
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場合、エンジン冷却回路Ｃ３の冷却水を放熱させることによって冷媒の圧力上昇を抑制す
る。
【０１９９】
　エンジン冷却回路Ｃ３は、エンジン７０（内燃機関）にエンジン冷却水（内燃機関用冷
却媒体）を循環させる冷却水回路であり、エンジン用ポンプ７１およびエンジン用ラジエ
ータ７２を備えている。
【０２００】
　エンジン用ポンプ７１は、エンジン冷却回路Ｃ３にエンジン冷却水を循環させるポンプ
である。エンジン用ラジエータ７２は、エンジン冷却水と外気とを熱交換させてエンジン
冷却水を冷却する熱交換器（内燃機関冷却用熱交換器）である。エンジン用ラジエータ７
２は、エンジン冷却水の熱を外気に放熱させる放熱器として機能する。エンジン用ラジエ
ータ７２には、室外送風機２１によって外気が送風される。
【０２０１】
　図１７のフローチャートでは、上記第１実施形態で示した図４のフローチャートにおけ
るステップＳ１１０、Ｓ１３０がステップＳ１１２、Ｓ１３２に変更されている。
【０２０２】
　ステップＳ１００において冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値
Ｐ１、Ｔ１を超えていると判定された場合、ステップＳ１１２へ進み、室外送風機２１を
作動させる。
【０２０３】
　これにより、エンジン用ラジエータ７２でエンジン冷却水が外気に放熱して冷却される
ので、エンジン７０の残熱によるエンジンルーム内の温度上昇が抑制される。そのため、
冷凍サイクル２２の雰囲気温度の上昇が抑制されるので、冷媒の温度上昇が抑制されて冷
媒の圧力上昇が抑制される。
【０２０４】
　ステップＳ１２０において冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが第２所
定値Ｐ２、Ｔ２以下であると判定された場合、ステップＳ１３２へ進み、室外送風機２１
を停止させる。
【０２０５】
　本実施形態では、エンジン冷却水と空気とを熱交換させるエンジン用ラジエータ７２と
、エンジン用ラジエータ７２に空気を送風する室外送風機２１とを備え、制御装置５０（
室外送風機制御手段５０ｂ）は、冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値Ｐ１、Ｔ１を超
えている、または超えると推定されると判定した場合、室外送風機２１を作動させる。
【０２０６】
　これによると、圧縮機２３が停止している場合であってもエンジン冷却水を外気に放熱
させてエンジンルーム内の温度上昇を抑制できるので、上記第１実施形態と同様に、冷媒
の温度上昇を抑制して冷媒の圧力上昇を抑制できる。
【０２０７】
　（他の実施形態）
　上記実施形態を適宜組み合わせ可能である。上記実施形態を例えば以下のように種々変
形可能である。
【０２０８】
　（１）冷凍サイクルユニット４０に、熱容量の大きな部材を設けてもよい。例えば、冷
凍サイクルユニット４０の筐体を、熱容量の大きい部材で構成する。これにより、冷凍サ
イクルユニット４０内の冷媒が高温になることを抑制できる。
【０２０９】
　冷却水加熱器１５に、外気との熱交換量を制限させる囲いが配置され、囲いと冷却水加
熱器１５との間に、冷却水加熱器１５と接するように蓄冷材が配置されていてもよい。そ
して、冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値Ｐ１、Ｔ１を超えてい
ると判定された場合、または冷凍サイクル２２の冷媒の圧力Ｐｃまたは温度Ｔｃが所定値
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Ｐ１、Ｔ１を超えると推定される場合、第１ポンプ１１を停止させるようにしてもよい。
【０２１０】
　（２）冷凍サイクルユニット４０がエンジンルーム１に配置されているが、車両の原動
機（例えば走行用電動モータ）や燃料電池等の発熱機器が配置される空間に配置されてい
てもよい。この場合、冷凍サイクルユニット４０が、原動機や燃料電池が発生する熱の影
響を受けても、冷凍サイクルユニット４０内の冷媒の圧力が過剰に上昇することを抑制で
きる。
【０２１１】
　（３）上記実施形態では、クーラコア１７を流れる熱媒体として冷却水を用いているが
、油などの各種媒体を熱媒体として用いてもよい。
【０２１２】
　熱媒体として、ナノ流体を用いてもよい。ナノ流体とは、粒子径がナノメートルオーダ
ーのナノ粒子が混入された流体のことである。ナノ粒子を熱媒体に混入させることで、エ
チレングリコールを用いた冷却水（いわゆる不凍液）のように凝固点を低下させる作用効
果に加えて、次のような作用効果を得ることができる。
【０２１３】
　すなわち、特定の温度帯での熱伝導率を向上させる作用効果、熱媒体の熱容量を増加さ
せる作用効果、金属配管の防食効果やゴム配管の劣化を防止する作用効果、および極低温
での熱媒体の流動性を高める作用効果を得ることができる。
【０２１４】
　このような作用効果は、ナノ粒子の粒子構成、粒子形状、配合比率、付加物質によって
様々に変化する。
【０２１５】
　これによると、熱伝導率を向上させることができるので、エチレングリコールを用いた
冷却水と比較して少ない量の熱媒体であっても同等の冷却効率を得ることが可能になる。
【０２１６】
　また、熱媒体の熱容量を増加させることができるので、熱媒体自体の蓄冷熱量（顕熱に
よる蓄冷熱）を増加させることができる。
【０２１７】
　蓄冷熱量を増加させることにより、圧縮機２３を作動させない状態であっても、ある程
度の時間は蓄冷熱を利用した機器の冷却、加熱の温調が実施できるため、車両用熱管理シ
ステム１０の省動力化が可能になる。
【０２１８】
　ナノ粒子のアスペクト比は５０以上であるのが好ましい。十分な熱伝導率を得ることが
できるからである。なお、アスペクト比は、ナノ粒子の縦×横の比率を表す形状指標であ
る。
【０２１９】
　ナノ粒子としては、Ａｕ、Ａｇ、ＣｕおよびＣのいずれかを含むものを用いることがで
きる。具体的には、ナノ粒子の構成原子として、Ａｕナノ粒子、Ａｇナノワイヤー、ＣＮ
Ｔ（カーボンナノチューブ）、グラフェン、グラファイトコアシェル型ナノ粒子（上記原
子を囲むようにカーボンナノチューブ等の構造体があるような粒子体）、およびＡｕナノ
粒子含有ＣＮＴなどを用いることができる。
【０２２０】
　（４）上記実施形態の冷凍サイクル２２では、冷媒としてフロン系冷媒を用いているが
、冷媒の種類はこれに限定されるものではなく、二酸化炭素等の自然冷媒や炭化水素系冷
媒等を用いてもよい。
【０２２１】
　また、上記実施形態の冷凍サイクル２２は、高圧側冷媒圧力が冷媒の臨界圧力を超えな
い亜臨界冷凍サイクルを構成しているが、高圧側冷媒圧力が冷媒の臨界圧力を超える超臨
界冷凍サイクルを構成していてもよい。
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【０２２２】
　（５）上記実施形態では、車両用熱管理システム１０をハイブリッド自動車に適用した
例を示したが、エンジンを備えず走行用電動モータから車両走行用の駆動力を得る電気自
動車や、水素と酸素との反応で電力を得て走行する燃料電池自動車等に車両用熱管理シス
テム１０を適用してもよい。
【符号の説明】
【０２２３】
　１１　　第１ポンプ（ポンプ）
　１２　　第２ポンプ（ポンプ）
　１３　　ラジエータ（熱媒体空気熱交換器）
　１４　　冷却水冷却器（熱媒体冷却用熱交換器）
　１５　　冷却水加熱器（熱媒体加熱用熱交換器）
　１９　　第１切替弁（切替手段）
　２０　　第２切替弁（切替手段）
　２１　　室外送風機（送風手段）
　２３　　圧縮機
　２４　　膨張弁（減圧手段）
　５０ａ　ポンプ制御手段（流動手段）
　５０ｂ　室外送風機制御手段（送風制御手段）

【図１】 【図２】
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【図１１】
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